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１．企画意図
　2008 年度に改正された保育所保育指針には、
通所している子どもだけではなく、地域の子どもと
その家族の支援が、保育所の重要な役割として
明記され、今や保育所は、市民ニーズと保育政策の
両面から、子どもの背景にあるさまざまな生活問
題・福祉問題に対応していくべき機関として大き
な期待を寄せられている。保育所もさまざまに
取り組みを始めているが、全体的には試行錯誤の
状態であり、そのことに関連した保育所や保育士の
疲弊や混乱も現実のものとなっている。
　こうした実態を踏まえて、従来社会福祉士が
担ってきたソーシャルワークの概念と手法を、
保育所や保育者の実践とタイアップさせていく
ことを目指す、「保育ソーシャルワーク」という
新しい概念を提供しながら、その可能性と今後の
課題について、登壇者のかたがた、参加者のかたがたと
ともに深く考え、追究することを目的とした。
２．各回の報告
第１回　2015 年７月５日 ( 日 )14:00 〜 17:00
　「保育とソーシャルワーク
　　〜子ども・家族を取り巻く問題と
　　　保育現場の課題〜」
講演　汐見　稔幸
対談　汐見　稔幸×長谷川　俊雄
　汐見先生からは、人間性の基礎が形成される
「生活」が現代では変貌してしまっているため
に、その中でひとが人間形成していくことの困難
性についてのお話があり、そういう現代だからこ
その、保育とソーシャルワークの視点の重要性
が語られた。その後の対談で、保育とソーシャル
ワークに通底している人間観や支援観が明らかに
された。
第２回　2015 年８月２日 ( 日 )14:00 〜 17:00
　「保育ソーシャルワークとは何か
　　〜考え方と実践方法〜」
講演　長谷川　俊雄
対談　長谷川　俊雄×朝比奈　太郎（むくどり風
の丘保育園　園長）
　長谷川先生は、ソーシャルワークの専門的な
理論を踏まえて、地域に存在している保育所と
いう児童福祉施設が、福祉課題を抱える家族の
拠り所となることの意義について解説してくだ
さった。対談では、子どもの保育を目的とする
保育所・保育者の本質的な仕事とは何かが議論さ
れた。
第３回　2015 年９月 13 日 ( 日 )14:00 〜 17:00
　「保育ソーシャルワークの実践①
　　〜福祉課題に取り組む〜」
講演　村田　由夫（寿福祉センター保育所　元所長）
　　　稲葉　穂
　　　（キッズタウンむかいはら保育園園長）
　村田先生は、横浜寿地区ドヤ街の寿福祉セン
ター（保育所・診療所・相談所）でのソーシャル
ワーカー、園長としてのご実践とその理念を、
稲葉先生は、保育所の子どもの背景にある、現在の
家族が抱える問題点を整理しつつ、保育所保育者の
立場からの支援のご実践を、その迷いや困難も
含めて等身大のことばで語ってくださった。
第４回　2015 年 11 月１日 ( 日 )14:00 〜 17:00
第 9 回　白梅子ども学講座
「『保育を』支える・『保育で』支える
～保育ソーシャルワークの可能性～」
2015 年７月５日（日）～ 2016 年１月 10 日（日）14:00 ～ 17:00
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　「保育ソーシャルワークの実践②
　　〜多様なニーズに応える〜」
講演　高良　桂子（玉の子夜間保育園　園長）
　　　片野　清美（エイビイシイ保育園　園長）
　高良先生には、沖縄という地域性の中での夜間
保育所の歩みとその意義を、片野先生には、全
国に１つきりという 24 時間保育所の歩みと実
践をお話しいただいた。それぞれに、開所まで
と開所後のご苦労があり、その中で必要な保育を
必要な家庭に、という揺るぎないおふたかたの支援
姿勢が伝わる講演とシンポジウムであった。
第５回　2016 年１月 10 日 ( 日 )14:00 〜 17:00
　「保育ソーシャルワークの可能性と課題」
実践報告　竹谷　廣子（こぶし保育園　園長）
講座サマリー　長谷川　俊雄
ワークショップ「〜明日の保育を考える〜」
　最後のこの回には、竹谷先生より、保育園での
実際の支援とその理念について、さまざまな保護
者や家庭の抱える困難とともに、ご報告いただいた
のち、これまでの４回の講座も含めて、長谷川
先生にサマリーをお話いただき、その後、参加者が
数名のグループに分かれてグループワークを
おこなった。グループワークでは、仮想事例を
もとに参加者が自由に討論をした。
３．講座の意義と今後に向けて
　２回目の講座で長谷川先生が指摘なさったよう
に、保育ソーシャルワークは新しい概念であり、
日本保育ソーシャルワーク学会が 2013 年の 11 月に
設立されたが、保育ソーシャルワークはどの
ような理念を土台にしたどこまでの概念であるか
がいまだ明確でない。ただ、明確でないからこそ、
大きな広がりを持つ概念であり、非常に重要な
役割を果たす可能性をはらむものであることが
明らかとなった講座であった。また、今この時期に
白梅が保育ソーシャルワークを中心に置いた
連続講座の中で、この概念の可能性を世に問うた
のは、大きな意義があったと考えられる。
　参加者は、延べ 356 名にのぼった。保育所関
係者が多かったが、そうしたかたがたにとって、
保育ソーシャルワークという新たな概念に触れた
こと、そして実際にさまざまな家庭のニーズに
合わせて、その機能を広げたり変化させてきた
保育所の実践を共有できたことは、これからの
ご自分たちの保育実践を変えられるかもしれない
という希望を持っていただくことにつながった
ようである。ご登壇いただいたかたがたは、まさに
この社会と保育実践を変革されてきたかたがたで
あり、その前向きな姿勢にも、参加者とともに、
講座担当者も大きく励まされた講座であった。
企画・講座運営：長谷川俊雄
講座運営委員：源証香
センター運営委員担当：市川奈緒子
（文責　市川　奈緒子）
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